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◎新 潟 県 訓 令第３号 

◎新 潟 県 議 会 訓令第２号 

◎新潟県人事委員会訓令第３号 

◎新潟県監査委員訓令第１号 

本      庁 

地 域 機 関 

県 議 会 事 務 局 

人事委員会事務局 

監査委員事務局 

労働委員会事務局 

新潟県職員の標準的な職及び標準職務遂行能力を定める規程を次のように定め、平成28年４月１日から実施す

る。 

平成28年３月29日 

新 潟 県 知 事  泉 田  裕 彦 

新 潟 県 議 会 議 長  尾 身  孝 昭 

新潟県人事委員会委員長  鶴 巻  克 恕 

新 潟 県 代 表 監 査 委 員  野 上  信 子 

新潟県職員の標準的な職及び標準職務遂行能力を定める規程 

（趣旨） 

第１条 この規程は、知事部局に属する職員並びに議会事務局、人事委員会事務局、監査委員事務局及び労働委

員会事務局に属する職員の標準的な職及び標準職務遂行能力について、地方公務員法（昭和25年法律第261号）

第15条の２第１項第５号及び第２項の規定に基づき、必要な事項を定めるものとする。 

（標準的な職） 

第２条 地方公務員法第15条の２第１項第５号の標準的な職は、別表第１の第１欄に掲げる職務の種類及び同表

の第２欄に掲げる職級にある同表の第３欄に掲げる職制上の段階に応じ、それぞれ同表の第４欄に掲げるとお

りとする。 

（標準職務遂行能力） 

第３条 地方公務員法第15条の２第１項第５号の標準職務遂行能力は、別表第２の左欄に掲げる標準的な職に応

じ、それぞれ同表の右欄に定めるものとする。 
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別表第１（第２条関係） 

職務の種類 職級 職制上の段階 標準的な職 

１ ２の項に

掲げる職務

以外の職務 

部長級 危機管理監、本庁の部長、東京事務所長、地域振興局長及

びこれらに相当する職の属する職制上の段階 

本庁の部長 

本庁の副部長、技監及びこれらに相当する職の属する職制

上の段階 

本庁の副部長 

本庁の課長、地域機関の長（東京事務所長及び地域振興局

長を除く｡)､地域振興局の部長及びこれらに相当する職の

属する職制上の段階 

本庁の部参事 

課長級 本庁の課長、地域機関の長（東京事務所長及び地域振興局

長を除く｡)､地域振興局の部長及びこれらに相当する職の

属する職制上の段階 

本庁の課長 

本庁の課長補佐、地域機関の次長、地域振興局の副部長及

びこれらに相当する職の属する職制上の段階 

本庁の課参事 

課長級又は 

課長補佐級 

地域機関の課長及びこれに相当する職の属する職制上の段

階 

地域機関の課長

課長補佐級 本庁の課長補佐、地域機関の次長、地域振興局の副部長及

びこれらに相当する職の属する職制上の段階 

本庁の課長補佐

係長、地域機関の課長代理及びこれらに相当する職の属す

る職制上の段階 

副参事 

係長級 係長、地域機関の課長代理及びこれらに相当する職の属す

る職制上の段階 

係長 

主査及びこれに相当する職の属する職制上の段階 主査 

主任及びこれに相当する職の属する職制上の段階 主任 

一般級 主事、技師及びこれらに相当する職の属する職制上の段階 主事 

２ 技能労務

職員が従事

する職務 

 技術員及びこれに相当する職の属する職制上の段階 技術員 
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別表第２（第３条関係） 

標準的な職 標準職務遂行能力 

本庁の部長 情報の活用・判断 部局を横断する課題及び部局の重要課題について、国の動向、社会情

勢、県民ニーズ等を踏まえ、部下に指示して必要な情報収集を行い、大

局的な観点から意思決定をすることができる。 

構想 県の将来的な展望に立って、部局の方針を実現するための構想を部下

に明示し、具体的な指示をすることができる。 

説明・調整  部局の方針について適切な説明を行うとともに、信頼関係を築きなが

ら高次元の調整を行い、合意を形成することができる。 

職務の進行管理  業務の重要度等に応じ、部下に対して必要な指導及び助言を行うとと

もに、困難な状況であっても、冷静かつ迅速に対応することができる。

組織の運営・管理  部局の優先順位に応じた業務及び予算の配分並びに事業の見直しを行

うことができる。 

リーダーシップ  必要な指導及び助言を通じて、部下の自発的な取組を促すとともに、

部下の志気を高め、対話を通じた協力関係を築くことができる。 

部下の指導・育成  部下の個性を尊重した上で、業務への取組を公正に評価するとともに、

将来的な展望に立って、部局内の人材を育成することができる。 

積極性  課題の解決に向けて、自ら率先して意欲的に取り組むことができる。

責任感  公務員としての高い倫理感を有し、部局の責任者として、自ら決定し

た事項のみならず、部下の仕事に対しても責任を回避せず、状況に応じ

て対処することができる。 

協調性  上司、部下その他の関係者との意思疎通及び連携を常に図り、円滑な

業務遂行に取り組むことができる。 

本庁の副部長 情報の活用・判断  部局の重要課題について、国の動向、社会情勢、県民ニーズ等を踏ま

え、部下に指示して必要な情報収集を行い、大局的な観点から意思決定

をすることができる。 

構想  県の将来的な展望に立って、部局の重要課題に対して優れた企画を提

言するとともに、部下に対して具体的な指示をすることができる。 

説明・調整  部局の方針について適切な説明を行うとともに、信頼関係を築きなが

ら困難な調整を行い、合意を形成することができる。 

職務の進行管理  業務の重要度等に応じ、部下に対して必要な指導及び助言を行うとと

もに、困難な状況であっても、冷静かつ迅速に対応することができる。

組織の運営・管理  部局の優先順位に応じた業務及び予算の配分並びに事業の見直しにつ

いて進言及び助言を行うことができる。 

リーダーシップ  必要な指導及び助言を通じて、部下の自発的な取組を促すとともに、

部下の志気を高め、対話を通じた協力関係を築くことができる。 

部下の指導・育成  部下の個性を尊重した上で、業務への取組を公正に評価するとともに、

部局の方針を踏まえ、計画的な人材育成を行うことができる。 

積極性  課題の解決に向けて、自ら率先して意欲的に取り組むことができる。

責任感  公務員としての高い倫理感を有し、組織として決定した事項のみなら

ず、部下の仕事に対しても責任を回避せず、状況に応じて対処すること

ができる。 

協調性  上司、部下その他の関係者との意思疎通及び連携を常に図り、円滑な

業務遂行に取り組むことができる。 

本庁の部参事 情報の活用・判断  部局及び所属の重要課題について、国の動向、社会情勢、県民ニーズ

等を踏まえ、部下に指示して必要な情報収集を行い、大局的な観点から

意思決定をすることができる。 

構想  県の将来的な展望に立って、部局の重要課題に対して優れた企画を提

言するとともに、部下に対して所属の重要課題を明示し、具体的な指示

をすることができる。 
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 説明・調整  部局及び所属の重要な施策について適切な説明を行うとともに、信頼

関係を築きながら困難な調整を行い、合意を形成することができる。 

職務の進行管理  業務の重要度等に応じ、部下に対して必要な指導及び助言を行うとと

もに、困難な状況であっても、冷静かつ迅速に対応することができる。

組織の運営・管理  ワーク・ライフ・バランスに配慮しながら業務及び予算の配分を行う

とともに、事業の成果を適切に評価した上で、必要な見直しを行うこと

ができる。 

リーダーシップ  必要な指導及び助言を通じて、部下の自発的な取組を促すとともに、

部下の志気を高め、対話を通じた協力関係を築くことができる。 

部下の指導・育成  部下の個性を尊重した上で、業務への取組を公正に評価するとともに、

研修及び自己啓発の奨励等により、計画的な人材育成を行うことができ

る。 

積極性  課題の解決に向けて、自ら率先して意欲的に取り組むことができる。

責任感  公務員としての高い倫理感を有し、所属の責任者として、自ら決定し

た事項のみならず、部下の仕事に対しても責任を回避せず、状況に応じ

て対処することができる。 

協調性  上司、部下その他の関係者との意思疎通及び連携を常に図り、円滑な

業務遂行に取り組むことができる。 

本庁の課長 情報の活用・判断  所属の重要課題について、国の動向、社会情勢、県民ニーズ等を踏ま

え、部下に指示して必要な情報収集を行い、意思決定をすることができ

る。 

構想  部局の方針を踏まえ、優れた企画を提言するとともに、部下に対して

所属の重要課題を明示し、具体的な指示をすることができる。 

説明・調整  所属の重要な施策について適切な説明を行うとともに、信頼関係を築

きながら調整を行い、合意を形成することができる。 

職務の進行管理  業務の重要度等に応じ、部下に対して必要な指導及び助言を行うとと

もに、困難な状況であっても、冷静かつ迅速に対応することができる。

組織の運営・管理  ワーク・ライフ・バランスに配慮しながら業務及び予算の配分を行う

とともに、事業の成果を適切に評価した上で、必要な見直しを行うこと

ができる。 

リーダーシップ  必要な指導及び助言を通じて、部下の自発的な取組を促すとともに、

部下の志気を高め、対話を通じた協力関係を築くことができる。 

部下の指導・育成  部下の個性を尊重した上で、業務への取組を公正に評価するとともに、

研修及び自己啓発の奨励等により、計画的な人材育成を行うことができ

る。 

積極性  課題の解決に向けて、自ら率先して意欲的に取り組むことができる。

責任感  公務員としての高い倫理感を有し、所属の責任者として、自ら決定し

た事項のみならず、部下の仕事に対しても責任を回避せず、状況に応じ

て対処することができる。 

協調性  上司、部下その他の関係者との意思疎通及び連携を常に図り、円滑な

業務遂行に取り組むことができる。 

本庁の課参事 情報の活用・判断  困難かつ重要な課題を正確に理解し、業務に応用するとともに、国の

動向、社会情勢、県民ニーズ等を踏まえ、部下に指示して必要な情報収

集を行い、迅速かつ的確に判断することができる。 

課題の設定・企画  所属の課題を適切に設定し、部下に対して明示するとともに、優れた

企画を提言することができる。 

説明・調整  所属の方針について適切な説明をするとともに、役割分担を明確にし、

信頼関係を築きながら困難な調整を円滑に行うことができる。 

 職務の進行管理  部下に対して必要な指導及び助言を行いながら所属業務の進行管理を

図るとともに、困難な状況であっても、上司を補佐し、冷静かつ迅速に
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対応することができる。 

 組織の運営・管理  所属における業務及び予算の配分並びに事業の見直しについて上司に

進言するとともに、職場の規律の維持に取り組むことができる。 

リーダーシップ  部下の能力、適性、健康状態及びワーク・ライフ・バランスに配慮し、

状況に応じて適切な業務の配分を行うとともに、対話を通じた協力関係

を築くことができる。 

部下の指導・育成  研修及び自己啓発の奨励並びに適切な指導及び助言を通じて、計画的

な人材育成を行うことができる。 

積極性  所属の課題の解決に向けて、既成の概念にとらわれず、上司に進言す

るとともに、自ら率先して意欲的に取り組むことができる。 

責任感  公務員としての高い倫理感を有し、所属として決定した事項のみなら

ず、部下の仕事に対しても責任を回避せず、状況に応じて対処すること

ができる。 

協調性  上司、部下その他の関係者との意思疎通及び連携を積極的に図り、円

滑な業務遂行に取り組むとともに、所属全体の安全に十分配慮すること

ができる。 

地域機関の課

長 

情報の活用・判断  重要な課題を正確に理解し、業務に応用するとともに、国の動向、社

会情勢、県民ニーズ等を踏まえ、部下に指示して必要な情報収集を行い、

迅速かつ的確に判断することができる。 

課題の設定・企画  所属の方針を踏まえ、課題を適切に設定し、部下に対して明示すると

ともに、優れた企画を提言することができる。 

説明・調整  課題の解決に向けて、論点等について適切な説明をするとともに、信

頼関係を築きながら円滑に調整を行うことができる。 

職務の進行管理  目標達成に向けた手順を示し、部下に対して必要な指導及び助言を行

うとともに、状況が変化しても、上司と相談しながら冷静かつ迅速に対

応することができる。 

組織の運営・管理 

（課長級の職級に

ある場合に限る｡) 

所属における業務及び予算の配分並びに事業の見直しについて上司に

進言するとともに、職場の規律の維持に取り組むことができる。 

リーダーシップ  部下の能力、適性、健康状態及びワーク・ライフ・バランスに配慮し、

上司と相談しながら適切な業務の配分を行うとともに、対話を通じた協

力関係を築くことができる。 

部下の指導・育成  研修及び自己啓発の奨励並びに日常的な指導及び助言を通じて、計画

的な人材育成を行うことができる。 

積極性  課題の解決に向けて、既成の概念にとらわれず、上司に進言するとと

もに、自ら率先して意欲的に取り組むことができる。 

責任感  公務員としての倫理感を有し、服務規律を遵守するとともに、責任を

回避せず、上司と相談しながら事態に対処することができる。 

協調性  上司、部下その他の関係者との意思疎通及び連携を積極的に図り、円

滑な業務遂行に取り組むとともに、安全に十分配慮することができる。

本庁の課長補

佐 

情報の活用・判断  重要な課題を正確に理解し、業務に応用するとともに、国の動向、社

会情勢、県民ニーズ等を踏まえ、部下に指示して必要な情報収集を行い、

迅速かつ的確に判断することができる。 

課題の設定・企画  所属の課題を適切に設定し、部下に対して明示するとともに、優れた

企画を提言することができる。 

説明・調整  所属の方針について適切な説明をするとともに、役割分担を明確にし、

信頼関係を築きながら円滑に調整を行うことができる。 

職務の進行管理  部下に対して必要な指導及び助言を行いながら所属業務の進行管理を

図るとともに、状況が変化しても、上司を補佐し、冷静かつ迅速に対応

することができる。 



6 

 組織の運営・管理  所属における業務及び予算の配分並びに事業の見直しについて上司に

進言するとともに、職場の規律の維持に取り組むことができる。 

リーダーシップ  部下の能力、適性、健康状態及びワーク・ライフ・バランスに配慮し、

状況に応じて適切な業務の配分を行うとともに、対話を通じた協力関係

を築くことができる。 

部下の指導・育成  研修及び自己啓発の奨励並びに適切な指導及び助言を通じて、計画的

な人材育成を行うことができる。 

積極性  所属の課題の解決に向けて、既成の概念にとらわれず、上司に進言す

るとともに、自ら率先して意欲的に取り組むことができる。 

責任感  公務員としての高い倫理感を有し、所属として決定した事項のみなら

ず、部下の仕事に対しても責任を回避せず、状況に応じて対処すること

ができる。 

協調性  上司、部下その他の関係者との意思疎通及び連携を積極的に図り、円

滑な業務遂行に取り組むとともに、所属全体の安全に十分配慮すること

ができる。 

副参事 情報の活用・判断  上司の指示及び部下からの説明を正確に理解して業務に応用するとと

もに、県民ニーズ等を踏まえ、必要な情報収集を部下に指示し、又は自

ら行い、迅速かつ的確に判断することができる。 

課題の設定・企画  所属の方針を踏まえ、課題を適切に設定し、部下に具体的に示すとと

もに、優れた企画を提言することができる。 

説明・調整  課題の解決に向けて、論点等について適切な説明をするとともに、信

頼関係を築きながら円滑に調整を行うことができる。 

職務の進行管理  目標達成に向けた手順を示し、部下に対して必要な指導及び助言を行

うとともに、状況が変化しても、上司と相談しながら冷静かつ迅速に対

応することができる。 

リーダーシップ  部下の能力、適性、健康状態及びワーク・ライフ・バランスに配慮し、

状況に応じて適切な業務の配分を行うとともに、対話を通じた協力関係

を築くことができる。 

部下の指導・育成  研修及び自己啓発の奨励並びに日常的な指導及び助言を通じて、計画

的な人材育成に貢献することができる。 

積極性 課題の解決に向けて、既成の概念にとらわれず、上司に進言するとと

もに、自ら率先して意欲的に取り組むことができる。 

責任感  公務員としての倫理感を有し、服務規律を遵守するとともに、責任を

回避せず、上司と相談しながら事態に対処することができる。 

協調性  上司、部下その他の関係者との意思疎通及び連携を積極的に図り、円

滑な業務遂行に取り組むとともに、安全に十分配慮することができる。

係長 情報の活用・判断  上司の指示及び部下からの説明を正確に理解して業務に応用するとと

もに、県民ニーズ等を踏まえ、必要な情報収集を部下に指示し、又は自

ら行い、的確に判断することができる。 

課題の設定・企画  所属の方針を踏まえ、課題を適切に設定し、部下に具体的に示すとと

もに、企画を提言することができる。 

説明・調整  課題の解決に向けて、論点等について適切な説明をするとともに、信

頼関係を築きながら調整を行うことができる。 

職務の進行管理  目標達成に向けた手順を示し、部下に対して必要な指導及び助言を行

うとともに、状況が変化しても、上司と相談しながら対応することがで

きる。 

リーダーシップ  部下の能力、適性、健康状態及びワーク・ライフ・バランスに配慮し、

状況に応じて適切な業務の配分を行うとともに、対話を通じた協力関係

を築くことができる。 

 部下の指導・育成  研修及び自己啓発の奨励並びに日常的な指導及び助言を通じて、計画
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的な人材育成に貢献することができる。 

 積極性 課題の解決に向けて、上司に進言するとともに、自ら率先して意欲的

に取り組むことができる。 

責任感  公務員としての倫理感を有し、服務規律を遵守するとともに、責任を

回避せず、上司と相談しながら事態に対処することができる。 

協調性  上司、部下その他の関係者との意思疎通及び連携を積極的に図り、円

滑な業務遂行に取り組むとともに、安全に十分配慮することができる。

主査 情報の活用・判断  上司の指示及び自らの役割を正確に理解し、業務に取り組むとともに、

県民ニーズ等を踏まえ、必要な情報収集を行い、適切に判断することが

できる。 

課題の設定・企画  担当業務の問題点を把握した上で、上司を補佐し、課題を適切に設定

するとともに、解決案を提案することができる。 

説明・調整  担当業務の課題等について、適切な説明をするとともに、上司を補佐

しながら調整を行うことができる。 

職務の進行管理  業務の期限を踏まえて適切な準備を行うとともに、状況が変化しても

上司に報告、連絡又は相談しながら対応することができる。 

積極性  困難な課題に対しても、上司と相談しながら率先して取り組むことが

できる。 

責任感  公務員としての倫理感を有し、服務規律を遵守するとともに、自らの

役割を認識し、業務を全うすることができる。 

協調性  上司、同僚その他の関係者との意思疎通及び連携を積極的に図り、円

滑な業務遂行に取り組むとともに、安全に十分配慮することができる。

主任 情報の活用・判断  上司の指示及び自らの役割を正確に理解し、業務に取り組むとともに、

県民ニーズ等を踏まえ、必要な情報収集を行い、適切に判断することが

できる。 

課題の設定・企画  担当業務の問題点を把握した上で、課題を適切に設定するとともに、

解決案を提案することができる。 

説明・調整  担当業務の課題等について、適切な説明をするとともに、信頼関係を

築きながら調整を行うことができる。 

職務の進行管理  業務の期限を踏まえて準備を行うとともに、状況が変化しても上司に

報告、連絡又は相談しながら対応することができる。 

積極性  困難な課題に対しても、上司と相談しながら率先して取り組むことが

できる。 

責任感  公務員としての倫理感を有し、服務規律を遵守するとともに、自らの

役割を認識し、業務を全うすることができる。 

協調性  上司、同僚その他の関係者との意思疎通及び連携を積極的に図り、円

滑な業務遂行に取り組むとともに、安全に十分配慮することができる。

主事 情報の活用・判断  上司の指示及び自らの役割を理解し、業務に取り組むとともに、県民

ニーズ等を踏まえ、必要な情報収集を行い、適切に判断することができ

る。 

課題の設定・企画  上司の指導を受けながら、担当業務の問題点を把握した上で、課題を

適切に設定するとともに、解決案を提案することができる。 

説明・調整  担当業務の課題等について、説明をするとともに、信頼関係を築きな

がら調整を行うことができる。 

職務の進行管理  業務の期限を踏まえて準備を行うとともに、状況が変化しても上司に

報告、連絡又は相談しながら対応することができる。 

積極性  困難な課題に対しても、上司の指導を受けながら率先して取り組むこ

とができる。 

責任感  公務員としての倫理感を有し、服務規律を遵守するとともに、自らの

役割を認識し、業務を全うすることができる。 
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 協調性  上司、同僚その他の関係者との意思疎通及び連携を図り、円滑な業務

遂行に取り組むとともに、安全に配慮することができる。 

技術員 情報の活用・判断  上司の指示及び自らの役割を理解し、業務に取り組むとともに、県民

ニーズ等を踏まえ、必要な情報収集を行い、適切に判断することができ

る。 

職務の進行管理  業務の見通しを立て、準備を行うとともに、状況が変化しても上司に

報告、連絡又は相談しながら対応することができる。 

積極性  業務の改善及び生産性の向上に率先して取り組むことができる。 

責任感  公務員としての倫理感を有し、服務規律を遵守するとともに、自らの

役割を認識し、業務を全うすることができる。 

協調性  上司、同僚その他の関係者との意思疎通及び連携を図り、円滑な業務

遂行に取り組むとともに、安全に配慮することができる。 

 


